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（百万円未満切捨て） 

１．平成29年３月期の連結業績（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 
(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属
する当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

29年３月期 25,966 18.9 313 △47.6 527 △36.1 124 △76.3 
28年３月期 21,839 13.5 597 △52.9 825 △44.7 523 △42.3 

（注）  包括利益    29年３月期 94百万円（△80.0％） 28年３月期 473百万円（△47.6％） 

 
１ 株 当 た り 
当 期 純 利 益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自 己 資 本 
当期純利益率 

総 資 産 
経 常 利 益 率 

売 上 高 
営 業 利 益 率 

 円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 

29年３月期 17.25 － 3.5 4.0 1.2 
28年３月期 71.44 － 15.0 6.8 2.7 

（参考） 持分法投資損益 29年３月期 23百万円 28年３月期 －百万円 
（注）１.潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、

記載しておりません。 
 

(2) 連結財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 
 百万円 百万円 ％ 円 銭 

29年３月期 13,840 3,717 26.3 505.90 
28年３月期 12,765 3,552 27.7 491.51 

（参考） 自己資本    29年３月期 3,643百万円 28年３月期 3,540百万円 

 
(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

 
営 業 活 動 に よ る 
キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 に よ る 
キャッシュ・フロー 

財 務 活 動 に よ る 
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 
期 末 残 高 

 百万円 百万円 百万円 百万円 

29年３月期 1,625 △2,192 587 3,217 
28年３月期 1,303 △2,909 596 3,226 

 
２．配当の状況 

 
年間配当金 

配当金総額 

(合計) 
配当性向 
(連結) 

純資産 
配当率 
(連結) 

第１ 
四半期末 

第２ 
四半期末 

第３ 
四半期末 

期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 

28年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － － 
29年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － － 
30年３月期 
(予想) 

－ 0.00 － 0.00 0.00  －  

 
３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に 
帰属する 
当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期 
（累計） 

13,200 5.1 50 － 120 187.3 50 － 6.94 

通     期 27,500 5.9 650 107.4 800 51.7 380 205.9 52.76 

t.kubota
FASF



※ 注記事項 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ：無 
  
(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 
 ① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：有 
 ② ①以外の会計方針の変更 ：無 
 ③ 会計上の見積りの変更 ：無 
 ④ 修正再表示 ：無 
 （注）詳細は、添付資料Ｐ．13「３．連結財務諸表及び主な注記 
    （５）連結財務諸表に関する注記事項」をご覧ください。 
  
(3) 発行済株式数（普通株式） 
 ① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年３月期 7,427,850株 28年３月期 7,427,850株 
 ② 期末自己株式数 29年３月期 225,185株 28年３月期 225,185株 
 ③ 期中平均株式数 29年３月期 7,202,665株 28年３月期 7,324,465株 
 

（参考）個別業績の概要 
（百万円未満切捨て） 

１．平成29年３月期の個別業績（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 
(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

29年３月期 21,562 10.2 401 △42.2 602 △33.1 227 △59.3 
28年３月期 19,562 7.9 694 △42.9 900 △34.9 560 △34.7 

 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜 在 株 式 調 整 後 
１株当たり当期純利益 

 円 銭 円 銭 

29年３月期 31.64 － 
28年３月期 76.51 － 

 
(2) 個別財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 
 百万円 百万円 ％ 円 銭 

29年３月期 12,233 3,602 29.4 499.76 
28年３月期 11,273 3,374 29.9 468.12 

（参考） 自己資本    29年３月期 3,599百万円 28年３月期 3,371百万円 

 

※ 決算短信は監査の対象外です。 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理
的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありま
せん。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる
条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料５ページ「１．経営成績等の
概況（４）今後の見通し」をご覧ください。 
 

（決算補足説明資料及び決算説明会内容の入手方法） 

（１）決算説明会資料は、当社ウェブサイトに掲載しています。 
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１．経営成績等の概況 

(1) 当期の経営成績の概況 

当連結会計年度におけるわが国経済は、企業収益の改善や設備投資の回復に動きが見られるな

かで、緩やかな回復基調で推移いたしました。一方で、中国を始めとするアジア諸国や資源国等

の海外景気動向や米国新政権の政策に対する懸念等により、依然として先行き不透明な状況で推

移しております。 

国内の消費環境につきましては、原材料価格の高止まりや物流費の上昇、人手不足による人件

費の上昇等に加え、消費者の節約志向の高まり、天候不順等の外的要因もあり、引き続き厳しい

経営環境が続いております。 

このような環境の中、当社グループにおきましては消費環境の変化に対応し、付加価値の高い

商品の開発や販売におけるサービスの更なる強化に取り組んでまいりました。また、「日本の食

のあるべき姿を追求する」というグループ共通のミッションのもと、優秀な人材の確保及び教育、

生産地の開拓及び生産者との継続的な深い関わりによる商品力の強化、日本国内及びアジア地域

での新規出店を継続的に行ってまいりました。 

以上の結果、当連結会計年度の業績は、売上高25,966百万円（前年同期比18.9％増）の増収と

なりましたが、既存店舗の減収による影響と海外及び新規事業の立ち上げコストの増加により営

業利益313百万円（前年同期比47.6％減）、経常利益527百万円（前年同期比36.1％減）、親会社

株主に帰属する当期純利益124百万円（前年同期比76.3％減）となりました。 

 

セグメントごとの業績は次のとおりであります。 

（生産流通事業） 

生産流通事業では、「生販直結モデル」の一部として、地鶏、鮮魚、青果物などの生産及び流

通事業を行っております。 

「塚田農場」ブランド店舗の店舗数増加により、地鶏の生産量の増加及び取扱い青果物の増加

傾向が続いており、生産流通事業の売上高が増加する要因となっております。また、近年行って

きた生産体制の構築に伴う費用負担も逓減してきており利益も回復してきております。 

また、鮮魚については、店舗数及び売上の増加に応じて鮮魚事業の強化に取り組んでおります。

その結果、宮崎県の島野浦、岩手県陸前高田市の広田に次ぐ福井県の美浜エリアからの鮮魚の仕

入が本格化し、鮮魚の取扱量及び魚種が大幅に増加しております。 

以上の結果、生産流通事業における当連結会計年度の売上高は3,561百万円（前年同期比2.8％

増）、セグメント利益187百万円（前年同期比59.6％増）となりました。 

 

（販売事業） 

販売事業では、「生販直結モデル」の一部として、外食店舗を運営しております。 

当連結会計年度の「塚田農場」ブランド店舗等の既存店舗の売上が、前年同期比94.3％となり

ました。前期に新規出店を加速させたこと等により都心部の既存店が11月まで弱含みで推移し、

主な減収要因となっております。全店の売上高前年同期比は111.4％となっており、当社グルー

プ全体では売上が増加しております。 
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また当連結会計年度の出店は、日本国内での出店を抑制した結果「塚田農場」ブランド店舗を

９店舗、「四十八漁場」ブランドを含む魚業態店舗を４店舗の出店のみとなりました。この結果、

当期末時点での直営店舗数は海外15店舗も含めて208店舗となっております。 

以上の結果、販売事業における当連結会計年度の売上高は24,664百万円（前年同期比19.3％

増）、セグメント利益145百万円（前年同期比70.6％減）となりました。 

 

当連結会計年度経営成績を前連結会計年度と比較した増減理由は以下のとおりです。 

売上高については、前期出店の外食店舗が今期に１年を通して売上貢献していることと、販売

チャネルの拡大により弁当事業等の新規事業の売上高が増加した結果、前期比18.9％増の増収と

なりました。 

営業利益については、既存店舗の売上減少に伴い利益額も減少していることが主な減益要因と

なっております。また、新規出店や工場立ち上げ等の投資による経費や、海外事業の立ち上げに

よる経費の増加も引き続き影響し、前期比△47.6％の減益となっております。 

経常利益については、飲料メーカーによる協賛金収入が、金融機関より調達している借入等に

対する支払金利を大幅に上回っている状況が続いており営業外収支に改善は見込まれるものの、

営業利益が減少していることにより前期比△36.1％の減益となっております。 

当期利益については、次期以降の回復に向けて、国内の不採算店舗９店舗の業態変更及び閉店

処理を進めたことによる減損損失229百万円を計上したことによる影響が出ており、前期比△76.

3％の減益となっております。 

 

                     （単位：百万円） 

 平成28年３月期 平成29年３月期 増減率 

売上高 21,839 25,966 18.9％ 

営業利益 597 313 △47.6％ 

経常利益 825 527 △36.1％ 

当期純利益 523 124 △76.3％ 

 

(2) 当期の財政状態の概況 

（資産） 

当連結会計年度末における総資産は、前連結会計年度に比べ1,075百万円増加し、13,840百万

円となりました。これは、主に新規出店に伴う設備投資により有形固定資産が442百万円、敷金

及び保証金が100百万円増加したことによるものであります。 

（負債） 

負債につきましては、前連結会計年度に比べ910百万円増加し、当連結会計年度における負債

合計は10,122百万円となりました。これは、主に新規出店に伴う資金調達により長期借入金及び

社債が450百万円増加したことによるものであります。 

（純資産） 

純資産につきましては、前連結会計年度に比べ164百万円増加し、当連結会計年度における純
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資産合計は3,717百万円となりました。これは親会社株主に帰属する当期純利益124百万円を計上

し、利益剰余金が124百万円増加したことによるものであります。 

 

(3) 当期のキャッシュ・フローの概況 

当事業年度における当社グループの現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、営業活動

におけるキャッシュ・フローが1,625百万円の資金増、投資活動におけるキャッシュ・フローが 

2,192百万円の資金減、財務活動によるキャッシュ・フローが587百万円の資金増となった結果、

前事業年度と比べ8百万円減少し、3,217百万円となりました。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当事業年度において営業活動の結果得られた資金は、1,625百万円となりました。これは主

に税金等調整前当期純利益が300百万円、非資金項目である減価償却費920百万円及び長期前払

費用の償却83百万円等によるものであります。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当事業年度において投資活動の結果使用した資金は2,192百万円となりました。これは主に

新規出店に伴う有形固定資産の取得1,587百万円及び敷金及び保証金の差入による支出186百万

円等によるものであります。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当事業年度において財務活動の結果得られた資金は、587百万円となりました。これは主に

新規出店に係る長期借入による収入2,260百万円、長期借入金の返済による支出1,867百万円等

によるものであります。 

 

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 平成27年３月期 平成28年３月期 平成29年３月期 

自己資本比率（％） 29.7 27.7 26.3 

時価ベースの自己資本 

比率（％） 

116.4 64.5 49.1 

キャッシュ・フロー対 

有利子負債比率（年） 

3.4 4.8 4.1 

インタレスト・カバレ 

ッジ・レシオ（倍） 

22.4 21.9 26.8 

自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い 

（注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 
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（注２）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。 

（注３）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。 

（注４）有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っているすべての負債

を対象としております。 

 

(4) 今後の見通し 

平成30年３月期の見通しにつきましては、既存店舗の売上及び営業利益の向上を最優先施策と

し、海外も含めた外食店舗の新規出店を17店舗程度に抑制する計画です。 

主力の国内外食以外の事業である弁当事業や海外事業につきましては、売上増だけでなく利益

率の向上を図っていく方針です。 

生産流通事業においては、直近で工場の立ち上げを予定しているものはなく、既存の生産事業

の売上高の増加及び利益率の向上を図っていく方針です。 

以上により、売上高27,500百万円（当期比5.9％増）、営業利益650百万円（当期比107.4％

増）、経常利益800百万円（当期比51.7％増）、親会社株主に帰属する当期純利益380百万円（当

期比205.9％増）を見込んでおります。 

                       （単位：百万円） 

 平成29年３月期 

実績 

平成30年３月期 

通期予想 

対前年 

増減率 

売上高 25,966 27,500 ＋5.9％ 

営業利益 313 650 ＋107.4％ 

経常利益 527 800 ＋51.7％ 

当期純利益 124 380 ＋205.9％ 

 

 

財務上では、自己資本比率を維持しつつ、営業キャッシュ・フローの範囲内で成長分野への投

資を行ってまいります。また、当社は株主の皆様に対する利益還元を経営課題の一つとして位置

付けておりますが、現時点では将来の事業展開に備えて内部留保の充実に努めることを基本方針

としております。 

この方針に基づき、当連結会計年度の業績結果を踏まえて、中長期的な事業展開および投資計

画を勘案した結果、当連結会計年度につきましては期末配当を無配とさせて頂きます。 

当社は、今後におきましては当該期の業績および財務状況等の水準を十分に勘案した上で、早

期の利益配当の実施に向けて業績向上に取り組んでまいりますが、次期の配当につきましても無

配とさせて頂く予定にしております。 
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 

当社グループは、企業間及び経年での比較可能性を確保するため、当社の連結財務諸表は、「連結

財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（第７章及び第８章を除く）（昭和51年大蔵省令第

28号）に基づいて作成しております。 

なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針

であります。 
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当連結会計年度
(平成29年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,226,912 3,217,973

売掛金 779,864 843,165

たな卸資産 741,496 845,231

繰延税金資産 132,548 148,744

その他 377,307 413,668

貸倒引当金 △3,441 △2,602

流動資産合計 5,254,687 5,466,181

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 5,500,946 6,507,595

減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,596,511 △2,130,742

建物及び構築物（純額） 3,904,435 4,376,853

工具、器具及び備品 2,073,454 2,417,465

減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,168,622 △1,516,168

工具、器具及び備品（純額） 904,831 901,296

その他 492,970 515,922

減価償却累計額及び減損損失累計額 △197,090 △246,221

その他（純額） 295,880 269,700

有形固定資産合計 5,105,147 5,547,851

無形固定資産

のれん 155,051 246,354

ソフトウエア 16,891 79,374

その他 37,974 33,580

無形固定資産合計 209,917 359,309

投資その他の資産

投資有価証券 20,000 141,378

敷金及び保証金 1,824,551 1,925,102

長期貸付金 27,014 21,888

長期前払費用 219,022 271,819

繰延税金資産 96,173 94,591

その他 10,763 14,331

貸倒引当金 △2,247 △2,247

投資その他の資産合計 2,195,277 2,466,864

固定資産合計 7,510,342 8,374,025

資産合計 12,765,030 13,840,206
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当連結会計年度
(平成29年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 888,894 988,858

短期借入金 － 141,824

1年内償還予定の社債 177,000 197,000

1年内返済予定の長期借入金 1,684,562 1,984,889

未払金 202,088 215,326

未払費用 1,023,630 1,147,441

未払法人税等 103,983 104,782

その他 403,012 557,753

流動負債合計 4,483,170 5,337,875

固定負債

社債 187,500 225,500

長期借入金 4,180,185 4,272,248

繰延税金負債 24,776 23,679

その他 336,785 263,551

固定負債合計 4,729,247 4,784,978

負債合計 9,212,417 10,122,854

純資産の部

株主資本

資本金 495,517 495,517

資本剰余金 475,517 475,517

利益剰余金 2,976,011 3,100,252

自己株式 △374,840 △374,840

株主資本合計 3,572,206 3,696,447

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △32,000 △52,597

その他の包括利益累計額合計 △32,000 △52,597

新株予約権 2,806 2,806

非支配株主持分 9,600 70,696

純資産合計 3,552,612 3,717,351

負債純資産合計 12,765,030 13,840,206
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日

　至 平成29年３月31日)

売上高 21,839,872 25,966,256

売上原価 6,900,333 8,587,820

売上総利益 14,939,538 17,378,436

販売費及び一般管理費 14,341,609 17,064,987

営業利益 597,929 313,448

営業外収益

受取利息及び配当金 1,201 5,684

持分法による投資利益 － 23,578

協賛金収入 237,183 262,240

補助金収入 18,350 671

その他 66,964 36,575

営業外収益合計 323,699 328,750

営業外費用

支払利息 59,278 63,314

社債発行費 2,902 5,860

為替差損 7,398 13,809

その他 26,570 31,862

営業外費用合計 96,149 114,847

経常利益 825,478 527,351

特別利益

固定資産売却益 14,787 16,735

特別利益合計 14,787 16,735

特別損失

固定資産除却損 439 5,689

減損損失 74,938 229,070

賃貸借契約解約損 － 8,651

特別損失合計 75,377 243,411

税金等調整前当期純利益 764,887 300,675

法人税、住民税及び事業税 303,717 200,367

法人税等調整額 △44,710 △15,944

法人税等合計 259,007 184,423

当期純利益 505,880 116,252

非支配株主に帰属する当期純損失（△） △17,359 △7,988

親会社株主に帰属する当期純利益 523,239 124,240
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日

　至 平成29年３月31日)

当期純利益 505,880 116,252

その他の包括利益

為替換算調整勘定 △31,895 △21,526

その他の包括利益合計 △31,895 △21,526

包括利益 473,984 94,725

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 491,344 103,644

非支配株主に係る包括利益 △17,359 △8,918
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日）

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 495,517 475,517 2,452,771 △287 3,423,519

当期変動額

親会社株主に帰属する

当期純利益
523,239 523,239

自己株式の取得 △374,552 △374,552

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － 523,239 △374,552 148,687

当期末残高 495,517 475,517 2,976,011 △374,840 3,572,206

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計
為替換算調整勘定

その他の包括利益累計

額合計

当期首残高 △104 △104 2,806 26,655 3,452,875

当期変動額

親会社株主に帰属する

当期純利益
523,239

自己株式の取得 △374,552

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△31,895 △31,895 － △17,055 △48,950

当期変動額合計 △31,895 △31,895 － △17,055 99,736

当期末残高 △32,000 △32,000 2,806 9,600 3,552,612

当連結会計年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日）

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 495,517 475,517 2,976,011 △374,840 3,572,206

当期変動額

親会社株主に帰属する

当期純利益
124,240 124,240

自己株式の取得

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － 124,240 － 124,240

当期末残高 495,517 475,517 3,100,252 △374,840 3,696,447

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計
為替換算調整勘定

その他の包括利益累計

額合計

当期首残高 △32,000 △32,000 2,806 9,600 3,552,612

当期変動額

親会社株主に帰属する

当期純利益
124,240

自己株式の取得

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△20,596 △20,596 － 61,095 40,498

当期変動額合計 △20,596 △20,596 － 61,095 164,739

当期末残高 △52,597 △52,597 2,806 70,696 3,717,351
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日

　至 平成29年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 764,887 300,675

減価償却費 780,887 920,240

のれん償却額 19,447 67,921

長期前払費用償却額 63,932 83,349

減損損失 74,938 229,070

持分法による投資損益（△は益） － △23,578

貸倒引当金の増減額（△は減少） △525 △839

支払利息 59,278 63,314

売上債権の増減額（△は増加） △191,987 △59,808

たな卸資産の増減額（△は増加） △58,045 △99,749

仕入債務の増減額（△は減少） 153,814 99,317

未払金の増減額（△は減少） 24,395 63,197

未払費用の増減額（△は減少） 226,547 120,045

その他 △102,523 136,945

小計 1,815,048 1,900,101

利息及び配当金の受取額 1,201 5,684

利息の支払額 △59,656 △61,366

法人税等の支払額 △450,224 △219,254

その他 △2,819 △123

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,303,549 1,625,042

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 6,204 －

投資有価証券の取得による支出 － △97,800

有形固定資産の取得による支出 △2,118,062 △1,587,659

無形固定資産の取得による支出 △13,940 △66,099

長期前払費用の取得による支出 △177,810 △104,147

敷金及び保証金の差入による支出 △455,978 △186,865

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

－ △72,283

事業譲受による支出 △216,416 △150,813

その他 66,870 73,636

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,909,132 △2,192,032

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） － 141,824

長期借入れによる収入 2,700,000 2,260,000

長期借入金の返済による支出 △1,499,307 △1,867,610

社債の発行による収入 － 246,758

社債の償還による支出 △227,000 △192,000

リース債務の返済による支出 △686 －

長期未払金の返済による支出 △1,530 △997

自己株式の取得による支出 △374,552 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 596,922 587,976

現金及び現金同等物に係る換算差額 △34,289 △29,925

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,042,950 △8,939

現金及び現金同等物の期首残高 4,269,863 3,226,912

現金及び現金同等物の期末残高 3,226,912 3,217,973

決算短信（宝印刷） 2017年05月15日 13時26分 6ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）

株式会社エー・ピーカンパニー　(3175)　平成29年3月期　決算短信

－　12　－



(5) 連結財務諸表に関する注記事項 

  （継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

  （会計方針の変更） 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取

扱い」（実務対応報告第32号 平成28年6月17日）を第１四半期連結会計期間から適用し、平成

28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に

変更しております。 

 この結果、当連結会計年度の売上総利益は61千円、営業利益、経常利益及び税金等調整前当期

純利益はそれぞれ14,260千円増加しております。 

 

  （追加情報） 

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年3

月28日）を当連結会計年度から適用しております。 

 

 

（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

１  報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可

能であり、取締役会や経営会議において、経営資源の配分の決定及び業績の評価をするために、定

期的に検討を行う対象となっているものです。当社などにおいて販売事業を行い、連結子会社の㈱

セブンワーク、㈱地頭鶏ランド日南などにおいて生産流通事業を展開しております。 

したがって、当社グループはその事業別に「販売事業」、「生産流通事業」の２つを報告セグメ

ントとしています。 

「販売事業」は、店舗における飲食事業を行っております。「生産流通事業」は、食品、飲料の

流通事業、地鶏などの生産、加工事業を行っております。 

 

２  報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重

要な事項」における記載と概ね同一です。報告セグメントの利益は営業利益ベースの数値でありま

す。セグメント間の内部売上高又は振替高は実勢価格に基づいております。 
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３  報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自  平成27年４月１日  至  平成28年３月31日） 

（単位：千円） 

 
報告セグメント 

調整額 
(注)１ 

連結財務諸表 
計上額 
(注)２ 生産流通事業 販売事業 計 

売上高      

  外部顧客への売上高 1,163,671 20,676,200 21,839,872 － 21,839,872 

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高 

2,300,457 84 2,300,541 △2,300,541 － 

計 3,464,129 20,676,284 24,140,413 △2,300,541 21,839,872 

セグメント利益 117,640 496,743 614,384 △16,455 597,929 

セグメント資産 1,866,704 10,860,864 12,727,569 37,460 12,765,030 

その他の項目      

  減価償却費 66,033 714,853 780,887 － 780,887 

 のれんの償却額 － 3,028 3,028 16,419 19,447 

 特別損失      

 （減損損失） － 74,938 74,938 － 74,938 

  有形固定資産及び 
  無形固定資産の増加額 

33,259 2,222,527 2,255,787 － 2,255,787 

 のれんの未償却残高 － 99,662 99,662 55,389 155,051 

(注) １ 調整額は、以下のとおりです。 

(1) セグメント利益の調整額△16,455千円は、連結上ののれんの償却額△16,419千円及び連結上のたな卸

資産の調整額△35千円であります。 

(2) セグメント資産の調整額37,460千円は、連結上ののれんの未償却残高55,389千円、連結上のたな卸資

産の調整額△3,430千円及び繰延税金資産△14,497千円であります。 

    ２ セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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当連結会計年度（自  平成28年４月１日  至  平成29年３月31日） 

（単位：千円） 

 
報告セグメント 

調整額 
(注)１ 

連結財務諸表 
計上額 
(注)２ 生産流通事業 販売事業 計 

売上高      

  外部顧客への売上高 1,318,618 24,647,637 25,966,256 － 25,966,256 

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高 

2,243,027 16,572 2,259,599 △2,259,599 － 

計 3,561,645 24,664,209 28,225,855 △2,259,599 25,966,256 

セグメント利益 187,698 145,917 333,615 △20,166 313,448 

セグメント資産 1,910,458 11,873,208 13,783,666 56,539 13,840,206 

その他の項目      

  減価償却費 56,575 863,665 920,240 － 920,240 

 のれんの償却額 － 48,069 48,069 19,851 67,921 

 特別損失 
     

 （減損損失） － 229,070 229,070 － 229,070 

  有形固定資産及び 
  無形固定資産の増加額 

12,636 1,614,092 1,626,728 － 1,626,728 

 のれんの未償却残高 － 193,545 193,545 52,809 246,354 

(注) １ 調整額は、以下のとおりです。 

(1) セグメント利益の調整額△20,166千円は、連結上ののれんの償却額△19,851千円及び連結上のたな卸

資産の調整額等△314千円であります。 

(2) セグメント資産の調整額56,539千円は、連結上ののれんの未償却残高52,809千円、連結上のたな卸資

産の調整額△2,407千円及び繰延税金資産6,138千円であります。 

    ２ セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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（１株当たり情報） 

 

項目 
前連結会計年度 

(自  平成27年４月１日 
  至  平成28年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成28年４月１日 

  至  平成29年３月31日) 

１株当たり純資産額 491円51銭 505円90銭 

１株当たり当期純利益金額 71円44銭 17円25銭 

(注) １  潜在株式調整後の１株当たり当期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しな

いため、記載しておりません。 

 

２  １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 

項目 
前連結会計年度 

(自  平成27年４月１日 
  至  平成28年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成28年４月１日 

  至  平成29年３月31日) 

１株当たり当期純利益金額   

親会社株主に帰属する当期純利益金額(千円) 523,239 124,240 

普通株主に帰属しない金額(千円) － － 

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益
金額(千円) 

523,239 124,240 

普通株式の期中平均株式数(千株) 7,324 7,202 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり当期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式
の概要 

平成25年７月11日取締役会決
議の新株予約権 
 普通株式 122,000株 

平成25年７月11日取締役会決
議の新株予約権 
 普通株式 122,000株 

 

３  １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 

項目 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成29年３月31日) 

純資産の部の合計額(千円) 3,552,612 3,717,351 

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) 12,406 73,502 

(うち新株予約権)（千円） (2,806) (2,806) 

(うち非支配株主持分)(千円) (9,600) (70,696) 

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 3,540,205 3,643,849 

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通
株式の数(千株) 

7,202 7,202 

 

 

（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 
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